
教えて考えさせる算数科学習指導  

～割合に関する学習内容を通して～  

 

 

 

要約 

ＯＥＣＤのＰＩＳＡ調査などの各種の調査からは、思考力・判断力・表現力等を問う

読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題に課題があると指摘されている。算数

科、数学科では、その課題を踏まえて、発達の段階に応じて、算数的活動・数学的活動

を一層充実させ、基礎的・基本的な知識・技能の習得、数学的な思考力・表現力の育成、

学ぶ意欲の向上を求められている。本学級の児童も、算数を好きな児童と苦手としてい

る児童の二極化が見られ、活用問題は多くの児童が苦手としている。中でも、割合や、

それに関する学習には課題も見られる。また、４月に実施した全国学力・学習状況調査

「算数Ｂ」においても、割合の問題は最も正答率が低かった。これらのことから、割合

に関する問題や活用問題を苦手とし、思考する力も十分でないことが分かった。  

そこで、割合に関する学習内容において、「教えて考えさせる授業」の実践をすること

で、学習意欲を高め、基礎的・基本的な知識・技能や思考力を身に付けさせることがで

きると考え、本研究主題を設定した。本研究では、以下の点の支援をして研究を進めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践の結果、以下のような成果（○）と課題（●）を得た。  

○ 問題を絵図等に描き表して立式させたことは、「１あたり」を捉えることを苦手と

していた児童も、自らの力で考え、立式して求める姿が見られ、有効であったと感

じた。  

○ 予習問題や確認段階での問題の数値等は簡易化したもので教えたり考えさせたり

した後、活用問題に取り組ませたことは、自力で考えて解くことができたり、学習

したことを生かして解くことができたりして有効であったと感じた。  

○ 児童同士が考えたり、教え合ったりするグループ交流を工夫させたことで、絵図

等を使いながら、問題を解くことができた児童が友達に分かりやすく教える姿や、

児童同士で求め方を考えて解決する姿が見られ、有効であったと感じた。 

○ 予習に取り組ませたり、教師から求め方を教えた後や学習後に自己評価をさせた

りしたことで、児童自らも理解した点や不十分な点を理解するなど、メタ認知を促

すことができた。  

● 「比例・反比例」の学習における、絵図等を使った「もとになる数」の捉えさせ

方を工夫していく必要がある。  

 

 

キーワード： 説明  理解確認  理解深化  自己評価  予習  

       丁寧な教え方  絵図等と数を結び付けた立式   

考えたり、教え合ったりするグループ交流  

① 絵図等を使った教師の丁寧な教え方と、「説明の型」を使った児童による教え合い  

② 数値や単位を簡易化したり、単位変換や条件を複合させたりした、段階に応じた問

題の工夫  

③ 絵図等と数を結び付けて考えた立式  

④ 説明の型やホワイトボードの活用、交流の順序を工夫したグループで考えたり、教

え合ったりする活動  



１  主題設定の理由 

（１）子どもの実態から  

本学級の児童は、４月に実施した全国学力・学習状況調査「算数 B」において、以下

のような結果となった。  

右記の結果から領域毎に差があるこ  

とが分かった。設問毎に見ると、最も  

正答率が低かった問題は、「２０％増量  

した商品の内容量が４８０ｍｌである  

とき、増量前の内容量を求める式と答  

えを書く」割合問題の設問であった。  

正答率が全国平均に比べてマイナス１． 

６ポイントと低く、正答児童も５名と  

少なく、大きな課題が見られた。また、研究前に実施したアンケートでは、「算数の学習

が楽しい！と感じるときは、どんなとき。」に対しては、以下のよう回答となった。  

 

 

自分の力で問題を解くとき。（予習と似たような問題で）  １４人  

友達の説明を聞いたり、教えてもらったりするとき。  １５人  

自分の解き方を友達に説明するとき。  ６人 

学習した内容をもとにした、少し難しい問題に取り組むとき。  ７人 

  

 

予習内容をもとに同様レベルの問題を解いたり、友達から教えてもらったりしたとき

に「楽しい！」と感じている一方で、自力解決したことを友達に教えたり、活用問題に

取り組んだりすることを課題としている児童も多いことが分かった。  

以上のことから、割合に関する学習領域において「教えて考えさせる授業」に取り組み、

児童を育てることは、大変意義深いと考える。  

 

（２）教師の指導上の課題から  

  これまでの算数科学習の指導を振り返ってみると、子どもに思考させることに重点を

置き、多様な考えを出させて展開する学習ばかりを行ってきた。その結果、４５分内で

問題を解く数はわずか数問で、十分に理解させきれなかった児童も多く出してしまった。

また、割合においての学習指導では、文章題の言葉から「割合」や「もとになる量」を

見つけ、公式に当てはめるよう曖昧な教え方をしていた。そこで、教えるべき部分は丁

寧に教え、４５分の中で身に付けさせる力は確実に身に付けさせなければならないと考

える。そのために、教える部分では図などを使って丁寧に教え、割合で大切となる１あ

たりの数量や数量関係をとらえさせ、立式につなげたいと考える。また、教師の教え方

（解き方）の型を使って、求め方を考えさせる。そうすることで、割合に関する内容を

的確に捉え、学習したことを基に、自ら活用問題を解決できる力を高めることができる

ようになると考える。  

 

（３）学習指導要領から  

  小学校学習指導要領算数編の算数科改訂の基本方針において、「言葉や数、式、図、表、

グラフなどの相互の関連を理解し、それらを適切に用いて問題を解決したり、自分の考

えを分かりやすく友達に説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったりすること

などの指導を充実する。」とある。このことから、「教えて考えさせる授業」において、

数学的な思考・表現力を育成していく必要があると考える。さらに、これらの力が自ら

活用問題を解決することにつながると考える。  

 

 

 

算数 B 

数と計

算  

量と測

定  
図形 

数量関

係  
割合 

全国 42.4 41.7 45.6 43.0 13.1 

本学

級 
34.6 50.0 41.8 46.2 11.5 

【平成２７年度  全国学力・学習状況調査】  

正答率】  



２  主題の意味 

（１）主題「教えて考えさせる算数科学習指導」について  

  

 

 

 

 

 

 

 

  上記のように、児童が苦手としている割合に関する学習において、「教えて考えさせる

授業」の実践は、「もとにする量」「比べる量」「割合」の３つの要素の数量関係を理解す

ることにつながると考える。  

（２）副主題「割合に関する学習内容を通して」について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記のように、本研究においては、割合の考え方を生かした「速さ」と「比」の学習

を通して、「もとにする量」を捉えさせ、正しく立式や計算できると考える。  

 

３  研究の目標 

 算数科の「教えて考えさせる授業」において、速さ、比（割合に関する学習）の学習を

通して、「もとにする量」を的確に捉え、自ら発展問題を解決できる子どもを育てる学習の

在り方を究明する。  

 

４  研究の仮説 

 算数科の「教えて考えさせる授業」において、次のような教師の支援を行えば、「もとに

する量」を的確に捉え、学習したことを基に、自ら活用問題を解決できる子どもが育つだ

ろう。  

 

 「教えて考えさせる」とは、市川伸一氏（東京大学大学院教育学研究科教授）が提

唱する学習形態で、教科書を開けば出ているような基本事項は教師から共通に教え、

子どもどうしの相互説明や教え合い活動などを通じて理解の確認をはかる。その上

で、さらに理解を深める課題によって問題解決や討論などを行い、授業の最後には、

今日の授業で「分かったこと」「分からなかったこと」を自己評価として記述させる

という学習形態である。  



５  仮説検証の内容と方法 

（１）「説明」段階での教師による丁寧な教え方  

  児童が取り組んできた予習問題の解き方を丁寧に教える為に、図などを使って教え、

要素と図などを照らし合わせ、立式へとつなげる。また、教師の発問や説明の型をもと

に、解き方を言わせることで理解につなげる。  

（２）学習問題の工夫  

  「予習」や「理解確認」段階においての学習問題は、整数やわりきれる数など簡易化

した数値を用いたり、単位変換なく求めたりすることができたりするような学習問題を

設定する。また、「理解深化」段階においては、単位変換や条件や文章題から立式の条件

を探す問題に取り組ませたりする。  

（３）数学的言語の効果的活用  

  教師から本時で捉えさせたい内容を教えたり、児童が理解を深める為に、友達と考え

たり、教え合ったりする際に、数直線図や絵図を使って、３つの要素と数を結びつけて

問題の意味を捉え、立式へとつなぐ。  

（４）児童同士で考えさせるグループ交流の工夫  

  「理解深化」段階において、全員が内容を理解したり、理解を深めたりする為に、問

題をグループで考えたり、解くことができた児童が友達に教えたりする。また、その際

に、説明の型を用いて友達に教え合ったり、ホワイトボードに図を描いて式と対応させ

ながら考えたりする。  

 

６  研究の計画 

５

月  
○実態調査 ○主題設定  

１０

月  
○実践２の検証授業  

６

月  
○研究構想 ○指導案作成  

１１

月  
○実践２の考察  

７

月  
○実践１の検証授業と考察  

１２

月  

○変容調査  ○研究のまとめ

作成  

８

月  
○研究構想図作成  

 １

月  
○プレゼン作成  

９

月  
○指導案作成  

 ２

月  
○研究報告会  

 

７  研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８  研究の実際と考察 

（１）実践１「速さ」（第６学年７月全７時間）の指導の実際（３／７時）と考察  

① 本時の主眼  

   ○ 「道のり」と「時間」の関係を数直線図に表して考えたり、説明したりして、

速さの求め方を理解することができるようにする。  

② 展開  

段

階  

学習活動の実際  支援の有効性（成果○・課題●） 
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１ 予習に取り組ませ、分からないところを明らかにし、

教師からの説明を行った。  

 

 

<予習内容の確認> 

・全員が数直線図を描いて、立式できていた。  

・「時速」で答えていた児童が２名、「どちらが速い」

と答えている児童は１名であった。  

→「速さ」という概念や問題の意味のとらえ方が十分

でないことを踏まえることができた。  

<教師による説明> 

①数直線図の描き方  

→１時間あたりが分かるように、１時間毎の区切り

を入れて「速さ」を求めていることをとらえさせ

ていった。  

②数直線図をもとに  

した立式  

 →「説明の型」に  

合わせながら  

読ませた。  

③時速・分速・秒速の意味  

 →掲示物を使って説明した。  

④速さを求める公式  

→式の上に「道のり」や「時間」のカードを貼り、

速さの公式をおさえた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  理解状況を確認するために同様の問題を解かせ

た。  

 

 
<自力解決→全体交流> 

・数直線図を描いて、問題の意味を考え、立式につな

げていった。  

・「１秒あたり」という「もとになる量」につながる

キーワードを使いながら、代表児が発表した。  

 

○  数直線図と式を教師

が指しながら、（資料

１）の「説明の型」を

使って児童に言わせた

ことで、時間や道のり

と数値を結び付けて考

えることができた。  

【A①、A②】  

※  研 究 構 想 図 の 右 側

（教師の支援）を参照  

● 「速さ」「道のり」「時

間」の意味や関係をよ

り と ら え さ せ る た め

に、１の上に速さがく

ることをおさえる必要

があった。また、数直

線上の目盛りの区切り

方も量感を意識させて

描 か せ る 必 要 が あ っ

た。  

○ （資料２）のように、

板書において、道のり

や時間を表す数値に線

を引いたり、式の上に

カードを貼ったりして

教えたことで、「速さ＝

道のり÷時間」という公

式を捉えさせることが

できた。【A①】  

 

 

 

 

○  求めやすい数値にし

た予習段階と同様の問

題に取り組ませたこと

は、数直線図を使って

考え、どの児童も立式

につないで答えを求め

ることができた。【B①】 

 

 

 

【資料１  説明の型】  

【予習問題】新幹線の「のぞみ」号は３時間に 690 ㎞走り、「はやぶ

さ」号は２時間に 480 ㎞走ります。どちらの新幹線が速いですか。 

５０ｍを８秒で走った A さんと、６０ｍを１０秒で走った B さ

んでは、どちらの人が速いでしょうか。秒速で比べましょう。  

 

【資料２数 直線図と 数と「道 のり 」「時間 」「 速さ」を 結び付 けた板書 】  
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味 

わ 

う 

段 

階 

・ 

自 

己 

評 
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３ 理解を深めさせるために、活用問題として以下の

ような問題に取り組ませた。  

 

 

 

<自力解決> 

・全体で問題を読み、「１時間」に赤波線を引いて考

えさせた。  

 →半数程の子が、数直線図のどこに「１」をとれば

よいか考えている様子が見られた。  

<グループ交流> 

→問題を解くことができた  

児童が、ノートに描いた  

数直線図を見せながら、  

「１分間あたり」などの  

大切なキーワードを使っ  

て、友達に教える姿が見  

られた。  

<全体交流→練習問題> 

・教師から、分速を求めるためには、時間を分に直さ

なければならないことを教えて、代表児の説明へと

つないだ。  

・教科書の練習問題にも取り組ませた。  

→数直線図は描かせずに立式させたが、どの子も速

さを求めることができていた。  

４ 本時学習の理解度を確認させ、「速さの求め方が

わかった」という充実感を味わわせるために「自己

評価カード」を書かせた。  

 →「①予習内容は、分かる（できる）ようになりま

したか？」は、全員が４で答えていた。  

 

○  １時間を分速で求め

る問題にしたことは、

学習した応用につなが

り、実際の生活場面に

おいても活用できる問

題につながったと考え

る。【B②】  

○ （資料３）のように、

自力解決できた子の数

直線図や式を見ながら

説明を聞き、解決でき

なかった子が理解を深

めた姿が見られた。説

明、理解確認段階で、

教師や代表児の説明を

繰り返し聞かせたり、

説明の型を見せたりし

たこともグループ交流

を行う上で有効であっ

たと考える。【D①②】  

●  予習と理解確認は比

較 す る 問 題 で あ っ た

が、理解深化は比較の

問題ではなかった。問

題の順序や構成を考え

る必要があった。  

○  （資料４）の「班の

友達の説明を聞いて分

かりました」という記

述から、このグループ

交流によって、理解を

深めた児童が多かった

ことが分かる。また、

学習後に自己評価カー

ドを書かせたことで、

自 分 の 理 解 度 を 把 握

し、充実感を味わうこ

とができた。  

 

③ 実践１の考察  

○ 成果  

・  新幹線の速さや人の走る速さを比べる問題を設定したことは、「速さ」を求める

という必要性をとらえる上で有効だったと考える。  

・  求めやすい数値にしたことは、「１あたり」を捉えやすく、「速さを求めることが

できた」という実感をもたせることができた上で有効であったと考える。  

・ 数直線図を描かせ、実際の数値と「道のり」「時間」を結び付けて考え、立式をし

た姿から、問題毎にで数直線図を描かせたことは有効であったと考える。  

・ 「説明の型」を使ったことで、「１あたり」というキーワードを使って考えたり、

教え合ったりすることにつながり、有効であったと考える。  

【資料４  自分の理解度を把握する自己評価カード】 

ひばりロードマラソン大会で、１２ｋｍのコースを１時

間で走った選手の分速を求めましょう。  

【資料３  友達の考えから理解を深めた交流】 



 

● 課題  

・ 本時の説明では教えることが多くあり、「時速・分速・秒速」を教える際は掲示物

を見せて読む程度であった。教える部分の精選や教え方のさらなる工夫を考える必

要がある。  

・ 友達と教え合うグループ交流において、教える児童が「説明の型」を意識し過ぎ

てしまい、式と数直線図を指さずに言ったり、途中で説明が止まったりする児童も

いた。グループで問題を考えたり、教え合ったりする際の工夫を考える必要がある。 

 以上の２つの課題を踏まえ、実践２に取り組んだ。  

（２）実践２「比」（第６学年１０月全８時間）の指導の実際（６／８時）と考察  

① 本時の主眼  

   ○ 言葉や絵図、矢印をもとに、比と実測値を対応させながら、等しい比の関係を

使って、未知の数量を求めることができる。  

② 展開  

段

階  

学習活動の実際  支援の有効性（成果○・課題●） 
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つ 

く 

る 

段 

階 

・ 
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解 
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認 

１ 予習に取り組ませ、分からないところを明らかに

し、教師からの説明を行った。  

 

 

 

<予習内容の確認> 

・ほとんどの児童が「分からなかったところは特にな

い」と答えていた。  

・比と実際の長さを対応させる式が逆になっていた

り、ｘを使った式を書いてなかったりする児童もい

た。  

<教師による説明> 

①問題の意味を長方形の図に表わす（教師）  

→３：５の長さになる図を描き、それをもとに立式

できることを教えた。  

 

 

 

 

 

 

②ペアでの確認  

 →図をもとに、どんな式をつくり、答えは何ｃｍに

なったかペアで確認させた。  

③代表児とのやりとりを通して、実際の長さの求め方

を教えた。  

 →代表児による説明  

２  理解状況を確認するために同様の問題を解かせ

た。  

 

 

 

 

<自力解決→ペア交流→全体交流> 

・等しい比の関係を使って、それぞれの長さを考える

姿が見られた。また、半数の子が図を描かずに立式

○ （資料５）のように、

比と実際の長さの関係

を長方形の図に表わす

ことを教えた。教えた

ことで、問題の意味を

考えることができ、図

をもとに立式したり、

教え合ったりする姿に

つながっていった。【Ａ

①】 

●  教師と代表児とのや

りとりを聞かせて、「等

しい比の関係を使って

求めることができる。」

ことを周りの児童に理

解させたかったが、ね

らいと違う説明になり

かけたので、教師側が

強引に引っ張ってしま

った。説明段階では、

代表児とのやりとりで

なく、教師側が考え方

や求め方を教えること

がよいと感じた。  

 

○  縦と横の長さを求め

る問題に取り組ませた

ことは、ｘの位置が逆

でも比を求めることが

できることを捉えさせ

る上で有効であった。

また、予習問題と同様

の問題に取り組ませた

ことは理解を確かなも

のにできた。【Ｂ①】  

【予習問題】縦と横の長さの比を３：５にした学級の旗を

つくります。縦の長さを４８ｃｍにすると、横の長さは何

ｃｍになりますか。  

運動場に、縦と横の長さの比が５：３になる長方形のコートをか

きます。  

①横の長さを１２ｍにすると、縦の長さは何ｍになりますか。 

②縦の長さを１５ｍにすると、横の長さは何ｍになります

か。  

【資料５  比と実際の長さを長方形の図と対応させた板書】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

段 

階 

・ 

理 

解 

深 

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味 

わ 

う 

段 

階 

・ 

自 

己 

評 

価 

することができていた。  

・ペア交流や全体交流では、  

図や式を指しながら、「１５  

（実際の縦の長さ）は、５  

（縦の比）の３倍になるか  

ら…」と立式と答えを求め  

る上で必要な言葉を使って  

教え合う姿が見られた。  

・机間指導の際に、式と答え  

は合っているが、５：３に  

相応しくない長方形の図を描いている児童がいた。

そこで、代表児の発表の前に、再度、図に表わす際

には、縦が５、横が３になる、縦長の長方形を描く

ことを、教師側から教えた。  

３ 理解を深めさせるために、活用問題として以下の

ような問題に取り組ませた。  

 

 

 

<自力解決> 

 →図を描くことによって問題の意味を考え、全体の

長さを求めることができた児童もいたが、時間内

に解くことができない児童も多くいた。  

<グループ交流> 

→各グループに、  

ホワイトボートを  

渡して、求め方や  

答えを考えさせた。  

どのグループも、  

長方形の図を描き、  

比と実際の長さや  

式を書き加えながら考えたり、教え合ったりする姿

が見られた。  

<全体交流> 

・代表児による説明。比や矢印を指しながら、「周り

の長さなので、縦の長さを２倍、横の長さも２倍し

なければならない。」と丁寧に分かりやすく説明す

る姿が見られ、全体の理解を深めることにつながっ

た。  

４ 本時学習の理解度を確認させ、「等しい比の関係

を使うと、一方の数を求めることができた」という

充実感を味わわせるために「自己評価カード」を書

かせた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  本単元では、理解確

認段階でも、ペア交流

を取り入れた。そのこ

とで、（資料６）の児童

の よ う に 多 く の 児 童

が、図を使って比と実

際の数値を結び付けて

考え、答えを求めるこ

とができた。【Ａ②】  

●  比に相応しくない長

方形の図を描く児童が

いた。板書だけでなく、

ノートに貼った文章題

にも、縦の数値は赤線、

横の数値は青線など、

線を引かせることで、

縦と横の長さを意識し

て図を正しく描けると

考える。  

○  全体の長さを求める

問題にしたことは、学

習 し た 応 用 に つ な が

り、実際の生活場面に

おいても活用できる問

題につながったと考え

る。【B②】  

○  ペア交流と同様に、

「一方の数の○倍」な

どキーワードを使って

説明する姿（資料７参

照）が見られた。ホワ

イトボードを活用して

交流させたことは、説

明や交流を通して理解

を深めた姿から有効で

あった。【Ｄ①②】  

○  （資料８）の「班で

出し合ったり、人の前

で説明したり…」とい

う記述から、自力解決

では全体の長さを求め

ることができなかった

児童が、グループ交流

を通して、求めること

ができた。また、カー

ドを書いたことで、自

分の理解度を把握する

ことができた。  

【資料８グループ交流を通して理解を深めた児童の自己評価カード】  

縦の長さと横の長さの比が４：５になるような長方形をロ

ープでつくります。縦の長さを８ｍにするとき、ロープは

何ｍいりますか。  

【資料６  図や式を 指しなが らペア 交流 】  

【 資 料 ７  ホ ワ イ ト ボ ー ド を 使 っ て 、 も と の 数 を 教 え る 児 童 】  



③ 実践２の考察  

○ 成果  

・ 比から実際の長さを求める問題を設定したことは、長方形という図を使って

立式することができ、比に表わした際の長さや比と実際の長さを捉える上で有

効だったと考える。  

・ 本単元では、単元の後半から「説明の型」は使用しなかった。説明の型は単

元の前半で活用させたことで、友達に教えることに慣れたり、ペアやグループ

で考える際に、「一方の数の○倍」などのキーワードを使って交流したりする

姿につながったと考える。  

・ 理解深化段階で、考えたり教え合ったりするグループ交流を位置付けたこと

で、比と実際の数値の比を図に描きながら、３つの要素の関係を考えたり自力

解決できた子が解決できてない子に教えたりして理解を深めた姿が見られた。 

● 課題  

・ 「説明段階」においては、代表児に説明させることはさせず、教師が説明し

て教えるということに重点を置いたがよいと考える。  

 

９  研究の成果と課題 

（研究の成果）  

○ 割合に関する問題の解答から  

  研究後に実施した割合に関する問題では、以下のような結果となった。  

設問内容（単元）  正答率  

数直線図から１ｍあたりの重さを求める（割合）  ８９．４％  

時速を求める・時間を求める（速さ） ８４．２％  

縮図から実際の長さを求める（拡大図と縮図）  ９４．７％  

写真の中の長さをもとに、実際の長さを求める（比）  ７３．６％  

  上記のように、「速さ」や「比」の学習  

以外の単元においても、自力で絵図等を  

描き、実際の数値と３つの要素を結び付け  

て立式して求めることができる児童が増え  

た。（資料９）のように、速さや時間を求  

める問題では、自力で数直線図を描いて、  

「道のり」「時間」「速さ」の関係を捉える  

ことができた児童が数名いた。また、等し  

い比の関係を使って、実際の長さを求める  

問題では、（資料１０）のように、図に数  

を書き込んだり、矢印を書いて考えたりし  

て、写真上の長さ（もとにする量）と実際の長さ（比べる量）の関係や、もとにする量

の何倍かを考え、立式につないで求めることができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９  余白に自ら数直線図を描いて考えた答案用紙】 

【資料 10 比と実際の長さ対応させて考えた答案用紙】  



○ 「教えて考えさせる授業」の面から  

 ・自ら説明をしたことで理解を深めた児童  

（資料 11）と（資料 12）は、  

同一児童のノートである。この児  

童は、「速さ」の学習では、「時速  

分速・秒速のつかい分けが難しく、  

友達に説明するのも難しかった」  

という表記があるように、「１あた  

り」の捉えが不十分であったため、  

説明ができなかった。しかし、「比」  

の学習では、「解き方を友達に説明  

することで、理解が深まりました。」  

という表記があり、「速さ」の学習  

からの変容が分かる。これらのこと  

から、絵図等を使って考えさせたり、  

 友達と教え合ったり、考えたりする  

 ことを通して、自らの学習の理解を  

 深めることができること。そして、  

 学習状況を振り返ることで、自身の  

 理解度を把握し、メタ認知を促した  

 ことから効果を感じる。  

 

 ・児童の意欲の変化  

研究後に実施したアンケートでは、「算数の学習が楽しい！と感じるときは、どんなと

き。」に対しては、以下のよう回答となった。  

自分の解き方を友達に説明するとき。  １３人  

学習した内容をもとにした、少し難しい問題に取り組むとき。  １４人  

   

上記のように、研究前と後では、  

友達の説明を聞くよりも自分の解き  

方を説明する方が楽しいと感じる児  

童や、深化段階のような活用問題に  

取り組むことに意欲を高めた児童が  

増えた。（資料１３）には「少しず  

つ、自分で解くことができるように  

なりました。」という記述がある。  

算数の学習を苦手と感じている児童が、友達の説明を聞いたり、説明の型を使って説明

したりすることで算数の学習の学び方へのメタ認知を深めたことが分かる。また、多く

の児童は問題を読んで、自力で絵図を描き、立式をして求めることができるようになっ

た。このような姿から、市川伸一氏が「教えて考えさせる授業」の中で述べている「授

業で分かることへの期待・意欲」へとつながっていることが分かる。  

 

（今後の課題）  

● 「比例・反比例」の学習における、絵図等を使った「もとになる数」の捉えさせ方を

工夫していく必要がある。  
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